
福島⼤学教職⼤学院
互恵性を⽣み出すマッチング 〜院⽣と連携協⼒校がWin-Winになるシステム〜

院⽣の研究テーマと
連携協⼒校の取組をマッチング

M１ファーストカンファレンスを通して深堀りされた院⽣
のテーマを市町村教育委員会を通して、公⽴学校に公
開。研究テーマや研究概要を理解した上で、協⼒できる
学校に意思表⽰をしていただく。
院⽣が候補校を訪問し、学校や授業を参観し、研究
概要を説明したり、候補校の取組を伺ったりすることを経
て、連協協⼒校を決定していく。

M１ファーストカンファレンスの実施

⼊学してからの1か⽉間は、⼩グールで協議したり、プレゼ
ンを⾏ったり、研究者教員から研究の仕⽅のレクチャーを受
けたりして、⾃分の研究テーマを深堀りする時間。
M1だけでなく、M2や全教員も参加し、多様な視点から研
究テーマを検討することで、その後も、協働的に学ぶ意識が
醸成される。


